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ＧＲＩガイドライン対照表

指標 記載すべき主な事項
「CSR 報告書 2015」 
における掲載の有無

WEB 冊子

標
準
開
示

戦略および分析

Ｇ４－１

組織の持続可能性の関連性と組織の持続性に取り組むための戦略
に関して、組織の最高意思決定者（CEO、会長またはそれに相当
する上 
級幹部）の声明

P4 ～ P6（社長メッセージ） P3 ～ P4（社長メッセージ）

組織のプロフィール

Ｇ４－３ 組織の名称 P2（会社概要） P2（会社概要）

Ｇ４－４ 主要なブランド、製品およびサービス P122（事業概要） P52（事業概要）

Ｇ４－５ 組織の本社の所在地 P2（会社概要） P2（会社概要）

Ｇ４－６
組織が事業展開している国の数、および組織が重要な事業所を有
している国、報告書中に掲載されている持続可能性のテーマに特
に関連のある国の名称

P81（特集Ⅳ） ―

Ｇ４－７ 組織の所有形態や法人格の形態 P2（会社概要） P2（会社概要）

Ｇ４－８
参入市場（地理的内訳、参入セクター、顧客および受益者の種類
を含む）

P121（営業エリア ( 略図 )） P51（営業エリア ( 略図 )）

Ｇ４－９

以下の項目を含む組織の規模 
・従業員数 
・総事業所数 
・純売上高（民間組織について）、純収入（公的組織について） 
・株主資本および負債の内訳を示した総資本（民間組織について） 
・提供する製品、サービスの量

P2（会社概要） 
P122（事業概要） 
P123（経営情報） 
P124（財務諸表）

P2（会社概要） 
P52（事業概要） 
P53（経営情報） 
P54（財務諸表）

Ｇ４－１３
報告期間中に、組織の規模、構造、所有形態またはサプライチェー
ンに関して重大な変更が発生した場合はその事実

P121（営業エリア（略図）） 
P68,P69（特集Ⅱ）

P51（営業エリア（略図）） 
P30（特集）

Ｇ４－１６

団体や国内外の提言機関で、組織が次の項目に該当する位置付け
にあるものについて、会員資格を一覧表示 
・ガバナンス組織において役職を有しているもの 
・プロジェクトまたは委員会に参加しているもの 
・通常の会員資格の義務を超える多額の資金提供を行っているもの 
・会員資格を戦略的なものとして捉えているもの

P78（国際機関を通じた世界への貢献） P36（国際機関を通じた世界への貢献）

特定されたマテリアルな側面とバウンダリー

Ｇ４－１９ 報告内容を確定するプロセスための特定された全ての重要な側面
P126（JR 東日本グループの CSR における
重要側面（マテリアリティ））

P56（JR 東日本グループの CSR における重
要側面（マテリアリティ））

Ｇ４－２３
スコープおよび側面のバウンダリーについて、過去の報告期間か
らの重要な変更

― ―

報告書のプロフィール

Ｇ４－２８ 提供情報の報告期間（会計年度、暦年など） P2（対象期間） P2（対象期間）

Ｇ４－２９ 最新の発行済報告書の日付（該当する場合） P2（対象期間） P2（対象期間）

Ｇ４－３０ 報告サイクル（年次、隔年など） （裏表紙） （裏表紙）

Ｇ４－３１ 報告書またはその内容に関する質問の窓口 （裏表紙） （裏表紙）

Ｇ４－３３

• 報告書の外部保証添付に関する組織の方針および現在の実務慣
行 
• サスティナビリティ報告書に添付された保証報告書内に記載がな
い場合、外部保証の範囲および基準 
• 組織と保証の提供者の関係 
• 最高ガバナンス組織や役員が、組織のサステナビリティ報告書の
保証に関わっているか否か

P118（第三者保証報告書） P50（第三者保証報告書）

ガバナンス

Ｇ４－３４
・組織のガバナンス構造（最高ガバナンス組織の委員会を含む） 
・経済、環境、社会影響に関する意思決定の責任を負う委員会が
あれば特定

P16（安全推進委員会）
P107（環境マネジメント体制） 
P113,P114（CSR マネジメント）

P10（安全推進委員会）
P45,P46（環境マネジメント体制） 
P48（CSR マネジメント）

Ｇ４－３６
組織が、役員レベルの地位にある者を経済、環境、社会テーマの
責任者として任命しているか、その地位にある者が最高ガバナン
ス組織の直属となっているか否か

P16（安全推進委員会）
P107（環境マネジメント体制） 
P113,P114（CSR マネジメント）

P10（安全推進委員会）
P45,P46（環境マネジメント体制） 
P48（CSR マネジメント）

倫理と誠実性

Ｇ４－５６ 組織の価値、理念および行動基準・規範（行動規範、倫理規定など）
P3（グループ理念、行動指針） 
P115（「法令遵守および企業倫理に関する
指針」と「コンプライアンスアクションプラン」）

P2（グループ理念、行動指針） 
P49（「法令遵守および企業倫理に関する指
針」と「コンプライアンスアクションプラン」）

Ｇ４－５８
非倫理的あるいは違法な行為についての懸念や、組織の誠実性に
関する事項の通報のために組織内外に設けてある制度（ライン管
理職による上申制度、内部告発制度、ホットラインなど）

P115（コンプライアンスの基本的な考え方） P49（コンプライアンスの基本的な考え方）
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指標 記載すべき主な事項
「CSR 報告書 2015」 
における掲載の有無

WEB 冊子

環
境

側面：原材料

Ｇ４－ＥＮ１ 使用原材料の重量または量
P90（グループ全体の環境負荷） 
P92（エネルギーフローマップ）

P39（グループ全体の環境負荷） 
P40（エネルギーフローマップ）

側面：エネルギー

Ｇ４－ＥＮ３ 組織内のエネルギー消費量 P92（省エネルギーと CO2 削減） P40（省エネルギーと CO2 削減）

Ｇ４－ＥＮ５ エネルギー原単位 P91（環境目標に対する進捗状況） P40（環境目標に対する進捗状況）

Ｇ４－ＥＮ６ エネルギー消費の削減量
P91（環境目標に対する進捗状況） 
P92（JR 東日本消費エネルギーの構成）

P40（環境目標に対する進捗状況） 
P40（JR 東日本消費エネルギーの構成）

側面：大気への排出

Ｇ４－ＥＮ１５ 直接的な温室効果ガス（GHG）排出量（スコープ 1） P93（CO2 排出量の推移） P41（CO2 排出量の推移）

Ｇ４－ＥＮ１６ 間接的な温室効果ガス（GHG）排出量（スコープ 2） P93（CO2 排出量の推移） P41（CO2 排出量の推移）

Ｇ４－ＥＮ１８ 温室効果ガス（GHG）排出原単位 P93（自営火力発電所について） P41（自営火力発電所について）

Ｇ４－ＥＮ１９ 温室効果ガス（GHG）排出量の削減量 P93（CO2 排出量の推移） P40,P41（CO2 排出量の推移）

側面：排水および廃棄物

Ｇ４－ＥＮ２３ 種類別および処分方法別の廃棄物の総重量

P90（グループ全体の環境負荷） 
P98（駅・列車からのゴミ回収と再生） 
P98,P99（総合車両センター等でのリサイクル） 
P99（設備工事における廃棄物の削減）

P39（グループ全体の環境負荷） 
P42,P43（廃棄物の減量とリサイクル）

Ｇ４－ＥＮ２４ 重大な漏出の総件数および漏出量 ― ―

側面：製品およびサービス

Ｇ４－ＥＮ２７ 製品およびサービスによる環境影響緩和の程度 P91（環境目標に対する進捗状況） P40（環境目標に対する進捗状況）

側面：コンプライアンス

Ｇ４－ＥＮ２９
環境法規制の違反に関する高額罰金の額、罰金以外の制裁措置の
件数

P108（環境に関する規制の遵守状況） P46（環境に関する規制の遵守状況）

側面：環境全般

Ｇ４－ＥＮ３１ 環境保護目的の総支出と総投資（種類別） P109（環境会計と経営指標） P47（環境会計と経営指標）

側面：労働安全衛生

Ｇ４－ＬＡ６
傷害の種類と、傷害・業務上疾病・休業日数・欠勤の比率および
業務上の死亡者数（地域別、男女別）

P19（労働災害の発生状況） ―

社
会

側面：地域コミュニティ

Ｇ４－ＳＯ１
事業のうち、地域コミュニティとのエンゲージメント、影響評価、
コミュニティ開発プログラムを実施したものの比率

P60 ～ P62、P72 ～ P77（社会ページ）
P121（営業エリア（略図））

P27,P28,P32 ～ P35（社会ページ）
P51（営業エリア（略図））

側面：腐敗防止

Ｇ４－ＳＯ４ 腐敗防止の方針や手順に関するコミュニケーションと研修 P115,P116（コンプライアンス） P49,P50（コンプライアンス）

製
品
責
任

側面：顧客の安全衛生

Ｇ４－ＰＲ１
主要な製品やサービスで、安全衛生の影響評価を行い、改善を図っ
ているものの比率

P34 ～ P51（安全ページ） P16 ～ P24（安全ページ）

側面：製品およびサービスのラべリング

Ｇ４－ＰＲ５ 顧客満足度調査の結果 P61（顧客満足度調査） ―

労
働
慣
行
と
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク




